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   開     議 

 

 

○浅野敏明議長 おはようございます。 

 これより本日の会議を開きます。 

 本日の会議に欠席の通告議員は、ございませ

ん。 

 よって、ただいまの出席議員は定足数に達し

ております。 

 本日の会議は、配付しております議事日程第

４号をもって進めます。 

 

 

 日程第１ 市政一般に関する質問 

 

 

○浅野敏明議長 日程第１、市政一般に関する質

問を昨日に引き続き行います。 

 それでは、順次ご指名いたします。 

 

 

 竹田陽一議員の質問 

 

 

○浅野敏明議長 順位11番、議席番号５番、竹田

陽一議員。 

  （５番竹田陽一議員登壇） 

○５番 竹田陽一議員 おはようございます。共

創長井の竹田陽一です。よろしくお願いをいた

します。 

 今年の農業は、凍霜害や米価下落の影響によ

り、厳しい年となりました。今春の凍霜害は県

内全域で発生し、記録が残る1963年以降、最大

の被害となり、サクランボやリンゴなどの果樹

は129億円を超える被害となっています。さら

に21年産米の概算金は前年から大幅に下落いた

しました。コロナ禍で外食需要が大幅に減少し、

在庫過剰が響いたことが要因と言われておりま

す。国による生産調整が廃止されてから４年目

で米価が厳しい局面に入りました。農家には打

撃が大きく、大規模農家でも経営を維持できる

限界との指摘があります。21年産の余剰が解消

される見通しがないことから、22年産の生産数

量は過去最少とすることが決定されましたが、

来年度以降も価格が上がりにくい状況が続くと

の見方があり、稲作経営の影響だけでなく、米

政策への信頼も揺るぎかねない状況になってお

ります。 

 国は、農業者や地域社会、食を守るため、早

急に米価の安定を図る需給改善策を取るべきと

考えます。今年の凍霜害や米価下落は農家経営

への影響は大きく、農業現場は悲鳴を上げてお

ります。国や県、市などが協力して農業の継続

に向けて施策を幅広く検討していく必要がある

と感じております。 

 それでは、質問に入ります。 

 本定例会における一般質問は、１つは、道路

照明灯等に係る省エネルギーの推進について、

１つは、農業の人手不足対策について、１つは、

ひとり親家庭への支援についての３件でありま

す。 

 まず初めに、道路照明灯等に係る省エネルギ

ーの推進について質問いたします。 

 地球温暖化の国際的枠組みであるパリ協定が

平成27年採択されました。電気使用量の削減に

努めることをはじめとして、温室効果ガスの削

減に官民一体となって進めることが求められて

おります。 

 一方、本市の道路照明灯は設置から相当経過

しているものがあり、老朽化が懸念されます。

さらに、水銀に関する水俣条約の採択により、

水銀ランプは2021年から製造、輸出または輸入

が禁止されたこと、寿命はおおむね10年と言わ

れていることからも、ＬＥＤ照明への切替えは


